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和文症例報告 2 天笠眞緒、小倉加奈子、照喜名宏之、發知詩織、外崎桃子、松本俊治：骨肉腫成分を含むCD10陽性平滑筋肉腫の一例。日本婦人科病理学会誌１３：５７－６０、

和文症例報告 3 發知詩織, 小倉加奈子, 照喜名宏之, 坂口亜寿美, 濱村憲佑, 荻島大貴, 松本俊治: 子宮体部卵黄嚢腫瘍の一例. 日本婦人科病理会誌12(1)：19-24, 2022

和文症例報告 4
片山 ひかり、中村 博、小関 ほの香、坪内 優子、奥山 直子、飯田 俊、佐伯 春美、橋爪 茜、泉 浩、冨田 茂樹. 胆汁細胞診で検出したランブル鞭毛虫の１例. 日本臨床細胞学会雑誌 

2022;61(3):165-171.
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国内学会発表 1 浦礼子、齋藤剛、林大久生、佐々恵太、八尾隆史．日本人における NTRK 融合遺伝子陽性脳腫瘍の同定．第111回日本病理学会総会, 神戸, 2022年4月14日

国内学会発表 2 小名木寛子, 日本におけるMET exon 14 skipping陽性乳がんの臨床病理学的検討, 第111回日本病理学会総会, 神戸, 2022年4月16日

国内学会発表 3 小名木寛子, 乳癌における血小板リンパ球比と腫瘍浸潤リンパ球の関連について, 第111回日本病理学会総会, 神戸, 2022年4月14日

国内学会発表 4 鳥山茜, 佐伯春美, 泉浩, 冨田茂樹, 辻村晃, 長嶋洋治. FH欠損腎細胞癌の2例(第2報). 第111回日本病理学会総会, 神戸, 2022年4月14日

国内学会発表 5 冨田茂樹, 鳥山茜, 泉浩, 中島啓, 松坂賢一, 八尾隆史, 藤盛孝博. 非腫瘍性ポリープに共存した低分化腺癌の1例. 第111回日本病理学会総会, 神戸, 2022年4月14日

国内学会発表 6 冨田茂樹, 鳥山茜, 泉浩, 廣川満良, 八尾隆史. 多発脈管侵襲像をともなう甲状腺濾胞型乳頭癌の若年者の1例. 第111回日本病理学会総会, 神戸, 2022年4月14日

国内学会発表 7 發知 詩織, 小倉 加奈子, 照喜名 宏之, 外崎 桃子, 坂口 亜寿美, 松本 俊治：肝細胞癌と神経内分泌癌とが混在した癌腫の一例, 第111回日本病理学会総会, 神戸, 2022年4月16日

国内学会発表 8
平林 健一, 福村 由紀, 田尻 琢磨, 内藤 嘉紀, 大久保 陽一郎, 高梨 由美, 中村 直哉  膵pancreatic polypeptide産生神経内分泌腫瘍の臨床病理学的検討  第111回日本病理学会総会, 

神戸, 2022年4月



国内学会発表 9 門 媛, 佐伯 春美, 堀本 義哉, 八尾 隆史, 乳腺線維腺腫と葉状腫瘍の免疫染色による鑑別の試み. 第111回日本病理学会総会, 神戸, 2022年4月14日

国内学会発表 10 八尾隆史. 最近注目の腸炎の病理組織学的特徴とIBDとの鑑別. 第111回日本病理学会総会, 神戸, 2022年4月14日

国内学会発表 11
イパラ・ママティエリ, 福村 由紀, 高橋 敦, 市田 洋文, 佐野 勝廣, 石井 重登, 齋浦 明夫, 伊佐山 浩通, 八尾 隆史. 骨巨細胞腫様の病理像を呈した遠位胆管退形成癌の一例 第58回日本胆道学

会学術集会, 横浜, 2022年9月

国内学会発表 12
長瀬駿介, 冨田さくら, 宮岡雅, 中村直哉. IgG4-related disease(IgG4-RD)か、Idiopathic multicentric Castleman disease(iMCD)か、リンパ節生検の1例, 第 94 回日本病理学会関東支

部学術集会, 昭和大学, 2022年7月2日

国内学会発表 13
越田剛生, 鈴木仁, 廣瀬瞳, 齋藤翠, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木祐介. COVID-19ワクチン接種後に発症したTMA病変によるネフローゼ症候群の1例. 第52回日本腎臓学会東

部学術大会, 東京, 2022年10月22日

国内学会発表 14
岸川 さつき, 林 大久生, 野々村昭孝, 清水淳三, 齋藤 剛, 八尾 隆史, A case of tracheal epithelial neoplasm with ETV6-NTRK3 fusion. 第111回日本病理学会, 岡山, 2022年4月16

日

国内学会発表 15
岸川 さつき, 林 大久生, 高持 一矢, 齋藤 剛, 鈴木 健司, 八尾 隆史, Clinicopathological and molecular features of pulmonary enteric-type adenocarcinoma. 第63回　肺癌学会, 

福岡, 2022年12月1日

国内学会発表 16 岸川 さつき, 林 大久生, 野々村昭孝, 清水淳三, 齋藤 剛, 八尾 隆史, 気管上皮性腫瘍の1例. 第192回日本肺癌学会関東支部学術集会, 東京, 2022年3月5日

国内学会発表 17 吉田舞子, 越田剛生, 齊藤翠, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣,  鈴木仁, 冨田茂樹. 第108回東京腎生検カンファランス, 東京, 2022年9月9日

国内学会発表 18
吉田舞子, 鈴木仁, 濱口翔, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木祐介. 剣道の練習後に急性腎障害をきたした行軍症候群の一例. 第52回日本腎臓学会東部学術大会, 東京, 2022

年10月22日

国内学会発表 19
橋爪茜, 佐伯春美, 中澤武司, 冨田茂樹, 藍智彦, 三宅一徳, 石和久, 齊藤啓. 不整脈で発見された乳頭状線維弾性腫の1例. 第69回日本臨床検査医学会学術集会, 宇都宮, 2022年11月17

日

国内学会発表 20
橋爪茜, 泉浩, 片山ひかり, 小関ほの香, 坪内優子, 奥山直子, 岡崎哲也, 中村博, 喜納勝成, 冨田茂樹．耳下腺Basal cell adenomaの一例.第63回日本臨床細胞学会総会, 東京, 2022年6

月12日

国内学会発表 21
佐藤 絢香, 半田 貴史, 寺尾 暁子, 猪股 裕子, 今泉 雅之, 税所 玲衣, 飯村 美香, 佐伯 春美, 荒川 敦, 八尾 隆史, 子宮腟部/頸管細胞診に認められた虫垂原発杯細胞腺癌の一例. 第61回日

本臨床細胞学会秋期大会, 仙台, 2022.

国内学会発表 22
新井 雅史, 岡田 慎悟, 橋本 怜, 宇田川 剛史, 藤榮 博史, 加藤 仁美, 鈴木 一廣, 村上 康二, 平山 貴士, 藤野 一成, 寺尾 泰久, 芦澤 かりん, 佐伯 春美, 齋藤 剛, 桑鶴 良平, 子宮

IMT(Inflammatory myofibroblastic tumor)の一例. 第58回日本医学放射線学会秋季臨床大会 東京, 2022.

国内学会発表 23
森 一祥, 山田 耕嗣, 青木 良輔, 佐伯 春美, 小林 敬, 上田 誠二, 合田 朋仁, 鈴木 祐介, COVID-19ワクチン接種後に肉眼的血尿を認め皮膚・腎組織で糖鎖異常IgA1染色陽性を認めたIgA血管

炎の一例. 第52回日本腎臓学会東部学術大会, 東京, 2022年.

国内学会発表 24
深見 久美子, 長田 太郎, 松下 瑞季, 山内 友愛, 矢野 慎太郎, 磯野 峻輔, 大川 博基, 中津 洋一, 西 慎二郎, 野元 勇佑, 荻原 伸悟, 降籏 誠, 坂本 直人, 橋爪 茜, 冨田 茂樹, 北村 庸雄.孤

立性若年性ポリープに低分化腺癌を合併したと考えられた1例.第114回　日本消化器内視鏡学会関東支部例会, 東京, 2022年6月11日

国内学会発表 25
川井 真希, 小林 敬, 毎熊 政行, 高木 美幸, 佐伯 春美, 木原 正夫, 上田 誠二, 合田 朋仁, 鈴木 祐介, ループス腎炎の経過中にIgA血管炎を診断し得た一例. 第52回日本腎臓学会東部学術大

会, 東京, 2022.

国内学会発表 26
足立駿祐, 齊藤翠, 吉田舞子, 越田剛生, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木仁. アテゾリズマブ投与後に半月体形成とメサンギウム融解を伴った尿細管性間質性腎炎を来した1例.第683回日本内

科学会関東地方会, 東京, 2022年12月10日

国内学会発表 27
太田奈那, 梅澤由佳子, 廣瀬瞳, 秋元麻衣, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木仁. COVID-19ワクチン接種後に発症したTMA病変によるネフローゼ症候群の1例. 第677回日本内科

学会関東地方会, 東京, 2022年5月8日



国内学会発表 28
中井 公美, 毎熊 政行, 佐伯 春美, 小林 敬, 高木 美幸, 木原 正夫, 上田 誠二, 合田 朋仁, 鈴木 祐介:,原発性胆汁性胆管炎を背景に尿細管間質性腎炎を認めた2例. 第52回日本腎臓学会東

部学術大会, 東京, 2022.

国内学会発表 29
田中 翔大, 山田 耕嗣, 佐伯 春美, 木原 正夫, 上田 誠二, 合田 朋仁, 鈴木 祐介, COVID-19ワクチン接種後に紫斑が出現しステロイドパルス治療が奏功したIgA血管炎の1例. 第52回日本腎臓学

会東部学術大会, 東京, 2022.

国内学会発表 30
都丸雅人, 梅澤由佳子, 廣瀬瞳, 平澤佑果, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木 仁.COVID-19ワクチン接種後に発症したTAFRO症候群の1例. 第676回日本内科学会関東地方会, 

 東京, 2022年3月19日

国内学会発表 31
藤岡進也, 梅澤由佳子, 廣瀬瞳, 齊藤翠, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木仁. 続発性アミロイドーシスを合併したANCA関連血管炎の1例. 第679回日本内科学会関東地方会, 東

京, 2022年7月10日

国内学会発表 32
梅澤由佳子, 鈴木仁, 廣瀬瞳, 齊藤翠, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木祐介. 慢性リンパ性白血病に合併したアミロイドーシスの一例. 第52回日本腎臓学会東部学術大会, 東京, 

2022年10月22日

国内学会発表 33
冨田茂樹, 佐伯春美, 岸もなみ, 鳥山茜, 鈴木仁, 野口雅章. びまん性大細胞型B細胞リンパ腫（DLBCL)における腎障害について. 第22回氷川フォーラム, 大宮, 2022年11月19日

国内学会発表 34
冨田茂樹, 佐伯春美, 鳥山茜, 泉浩, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 鈴木仁, 野口雅章. 末梢性T細胞リンパ腫、非特定型(PTCL-NOS)における腎障害について.第65回日本腎臓学会学術総

会，神戸, 2022年６月11日

国内学会発表 35
冨田茂樹, 佐伯春美, 藤田裕太, 橋爪茜, 廣瀬瞳, 越田剛生, 齊藤翠, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 鈴 仁, 鈴木祐介. Neural epidermal growth factor like 1(NELL1)陽性膜性腎症の

一例. 第52回日本腎臓学会東部学術大会, 東京, 2022年10月22日

国内学会発表 36
片山 ひかり, 小関 ほの香, 坪内 優子, 奥山 直子, 中村 博, 喜納 勝成, 橋爪 茜, 泉 浩, 冨田 茂樹.甲状舌管嚢胞内に発生した甲状腺乳頭癌の一例.第63回日本臨床細胞学会総会春期大会東

京, 2022年6月12日

国内学会発表 37
北村博司, 冨田茂樹, 白井小百合, 岩崎沙理, 難波倫子, 原重雄, 日本腎病理協会企画委員会.病理形態から展望するCOVID-19感染症に関連する腎障害　コロナ関連腎障害の病理像　アンケート

調査より.第65回日本腎臓学会学術総会，神戸, 2022年６月11日

国内学会発表 38
面大地, 四宮翼, 林あゆみ, 石井公祥, 井上宏子, 牧野慎市, 本田大介, 若林華恵, 辰元為仁, 鈴木倫子, 相澤昌史, 冨田茂樹, 淺沼克彦.同種骨髄移植後に発症した慢性GVHD関連ネフローゼ症

候群にステロイド治療が奏功した一例. 第52回日本腎臓学会東部学術大会, 東京, 2022年10月22日

国内学会発表 39
鈴木 魁, 石坂 匡則, 佐伯 春美, 高木 美幸, 上田 誠二, 木原 正夫, 合田 朋仁, 鈴木 祐介, COVID-19ワクチン接種を契機に再燃し,自然軽快と増悪を繰り返したネフローゼ症候群の1例. 第52回

日本腎臓学会東部学術大会, 東京, 2022.

国内学会発表 40
廣瀬瞳, 鈴木仁, 梅澤由佳子, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木祐介. COVID-19ワクチン接種後に発症したTAFRO症候群の1例. 第52回日本腎臓学会東部学術大会, 東京, 

2022年10月22日

国内学会発表 41
廣瀬瞳, 鈴木仁, 梅澤由佳子, 齊藤翠, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 青木良輔, 冨田茂樹, 鈴木祐介. 当院におけるCOVID-19ワクチン接種後に生じた腎疾患についての検討.第65回日本腎臓

学会学術総会，神戸, 2022年６月11日

国内学会発表 42
廣瀬瞳, 鈴木仁, 齊藤翠, 越田剛生, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木祐介. 片腎症例に対する腎生検の適応について　case reportからの考察. 第52回日本腎臓学会東部学術大

会, 東京, 2022年10月22日

国内学会発表 43
齊藤翠, 鈴木仁, 廣瀬瞳, 越田剛生, 岩崎雅子, 福田裕光, 高原久嗣, 冨田茂樹, 鈴木祐介. 強皮症腎クリーゼに対するACE阻害薬とエンドセリン受容体拮抗薬(ボセンタン)併用療法の効果. 第52回

日本腎臓学会東部学術大会, 東京, 2022年10月22日
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特別講演・

招待講演
1 福村由紀  胆道腫瘍に関するWHO2019および本邦癌取扱い規約での改訂点　― 病理 ― 第41回画像医学会, web開催, 2022年2月

特別講演・

招待講演
2 福村由紀  “病変の成り立ち”からみた胆道と膵臓の疾患 第106回山口県臨床細胞学会学術講演会, web, 2022年9月



特別講演・

招待講演
3 八尾隆史．炎症性腸疾患の鑑別診断．中日国交正常化50周年・中日友好病院設立38周年　中日病理学術フォーラム, web, 2022年10月

特別講演・

招待講演
4

八尾隆史．1. Gastrointestinal biopsy and Post ESD specimen handling, tips and trics. 2. Pathological diagnosis of rare malignancies of the stomach. MSDE ANBIIG 

Mongolia Workshop，ウランバートル，2022年11月

特別講演・

招待講演
5 八尾隆史．小腸潰瘍の病理診断．第8回中日早期胃癌 銭塘江消化会議．2022年12月


